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あたり N : P2O5 : K2Oでそれぞれ，16.2 : 12.0 : 15.0（g
m
−2），16.2 : 12.0 : 6.0（g m−2），16.2 : 12.0 : 0.0（g
m
−2）となる。試験には KRFo93-1を用い，株出し 6
回目までの生育，収量，養分吸収量，土壌養分含量を調
査した。その結果，減カリ区や無カリ区では，植物体の
K濃度の低下および吸収の拮抗関係にある Ca，Mg濃
度が増加し，対照区より K/（Ca＋Mg）当量比が有意に
低くなった。一方で，株出し回数が進むにつれて減カリ
区や無カリ区では対照区と比較して減収程度が大きくな
り，株出し 4回目以降では対照区と無カリ区の乾物収量
には有意な差が認められた。以上のように，カリ減肥に
より K/（Ca＋Mg）当量比は改善されたものの，乾物収
量が低下したことから，多回株出し栽培においては対照
区のレベルよりカリ減肥は難しいと判断した。
一方，対照区で三要素の施肥量と吸収量とを比較する
と，窒素やリンは収支バランスが取れているもの，対照
区においてもカリウムは吸収量が施肥量を上回ってい
た。また，多量要素のカルシウムとマグネシウムの吸収
量が多く，土壌養分含量は対照区，減カリ区，無カリ区
のいずれも株出し回数とともに大きく減少した。以上の
ように，多回株出し栽培で収量を維持するためには，カ
リウム，マグネシウム，カルシウムなどの吸収量が施肥
量を上回る養分について，堆肥などを追加施用すること
が重要と考えられる。
4． 耐病性品種の育成
奄美地域および沖縄県向けのサトウキビ品種は，黒穂
病抵抗性の付与が必要となる。黒穂病は糸状菌である黒
穂病菌（Ustilago scitaminea Sydow）によって引き起
こされ，罹病すると健全に生育できず大きく減収する。
KRFo93-1は黒穂病抵抗性が中程度であることから，普
及は黒穂病の発生していない熊毛地域に限定されてき
た。この問題は現在でも続いており，黒穂病の発生が認
められる奄美地域や沖縄県で飼料用サトウキビを普及さ
せるためには，KRFo93-1より黒穂病抵抗性の優れた品
種が必須となってくる。
そこで，黒穂病抵抗性が優れ，株出し多収となること
に目標として，黒穂病抵抗性の優れた製糖用品種 NiF8
を種子親，また糖含有率は低いが，株出し栽培の収量性
が優れた種間雑種系統 KRSp93-26を花粉親として交雑
育種を進めた。実生選抜および栄養系選抜を種子島で行
うとともに，生産力検定試験を種子島と，普及対象の奄
美地域の徳之島で実施した。また，黒穂病の特性検定試
験を沖縄県で実施した。この結果，NiF8と同程度の強
い黒穂病抵抗性を有するとともに，KRFo93-1と同程度
の高い収量性を示す新品種しまのうしえを開発した。新
品種のしまのうしえが育成できたことで，奄美地域およ
び沖縄県でも，飼料用サトウキビの栽培が可能となっ
た。
5． 収量予測モデルの構築
以上の検討結果を踏まえて南西諸島で飼料用サトウキ
ビの普及を図る場合，それぞれの地域の自然条件の変異
に対応して，収穫時期の設定などについて調整を行う必
要も考えられる。そこで，本研究で得られた生育環境と
収量データの関係性を精査することで，乾物収量の推移
を一般化した収量予測モデルの構築を試みた。
すなわち，有効温度の下限値を 14.3℃とした有効積
算温度（X）と乾物収量（Y）との関係を解析した。代
表的な S字曲線であるロジスティック曲線で回帰した
ところ，株出し開始初期の乾物収量が過大評価された。
一方，ゴンペルツ曲線を利用すると，乾物収量は Y＝
6.21［0.0127exp（−0.00126X）］という曲線で回帰でき，決
定係数も R2＝0.768と高かった。
このように飼料用サトウキビの乾物収量は有効積算温
度から予測することができるため，今後はこの回帰式を
活用することで，熊毛地域における KRFo93-1の栽培管
理スケジュール作成などを通して生産現場への貢献が期
待される。
以上，本研究の結果，南西諸島において飼料用サトウ
キビを栽培するための技術体系を確立することができ
た。また，耐病性品種の育成にも至り，安定的な飼料確
保の基盤を構築することができた。このことは，南西諸
島における畜産の振興に大きく貢献するものである。
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審査報告概要
本研究は，飼料用サトウキビ（Saccharum spp. hy-
brid）品種の KRFo93-1を中心にして，南西諸島におけ
る飼料用サトウキビの栽培体系の確立について検討した
ものである。高いバイオマス生産をあげると同時に収穫
作業を効率的に進めるために新たに考案した年 2回収穫
体系の有用性を実証し，新植や株出し栽培で 1番草は 8
月，2番草は翌年の 5月の組合せが最適であることを明
らかにした。密植すると増収し雑草防除効果も期待でき
ること，株揃えは行わないで省力化できること，N・
P・Kに加え，Caと Mgの供給の必要性も解明した。
また，有効積算温度を利用した収量予測モデルも構築し
て，KRFo93-1の栽培体系を確立した。さらに，耐病性
品種しまのうしえも育成し，南西諸島全域での飼料用サ
トウキビの栽培を可能とした。本研究の結果，畜産業が
重要な南西諸島において，新規作物の飼料用サトウキビ
の栽培が普及し始めており，今後，南西諸島における飼
料作物生産，さらに子牛生産に大きく貢献するものと期
待できる。
よって，審査員一同は博士（農学）の学位を授与する
価値があると判断した。
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